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8 種類の市販コンポジットレジンを用いて大気中で疲労亀裂進展試験を行った。試験は ASTM の疲労亀裂進展速
度の試験方法の規格である ASTM E647 -91 に準じて行い、疲労亀裂進展特性曲線を求めた。試料は同規格で推奨さ
れている標準コンパクト試験片を用いた。試料作製 7 日後、電気油圧サーボ式材料強度試験機で、大気中室温下、応









実験コンポジッ卜レジンを作製した。実験コンポジットレジンは、ベースモノマーを 2 、 2 -bis [4 一( 2 -hydro 
xy -3 -methacry loxypropoxy) pheny 1]propane と triethylene g lycol dimethacry la te に統一し、 10μm以上の無
??? ??
機フィラー(石英)を 1/3 程度含むグループ A (平均粒径5.5μm) 、 10μm 以上の無機フィラーをほとんど含まな






部と急速破壊部それぞれの破断面の算術平均粗さ (Ra) をレーザーフォーカス変位計 LT と 3 次元形状測定プログ
ラム EMS98- 3 D によって求めた。これらの結果と SEM 観察から、フィラー粒径の疲労亀裂進展抵抗への影響を
検討し fこ。
【結果および考察】















4) 10μm 以上の無機フィラーを含まない実験コンポジットレジン(グループ B) や、有機複合フィラー含有実験コ
ンポジットレジン(グループ C) では疲労亀裂進展部と急速破壊部の破面の組さに有意差がなかったのに対し、 10μ
m 以上の無機フィラーを約 1/3 含む実験コンポジットレジン(グループ A) では有意差を認めた。この結果と
SEM 観察から、 10μm 以上の無機フィラーを含有したコンポジットレジンは、高靭化の機構であるクラックブリッ
ジングやクラックディフレクションが生じて、亀裂の進展抵抗が上昇したものと考えられるo
【結論】
コンポジットレジンの疲労亀裂進展試験を大気中および口腔内の状態に近い水中環境で行った結果、水中環境では
大気中よりも疲労亀裂の進展抵抗が上昇することが明らかになった。また、フィラーの粒径、含有量、種類が進展抵
抗に影響し、特に無機フィラー粒径が大きなファクターであることが確かめられた。さらに、進展抵抗の上昇に寄与
する無機フィラーの大きさは少なくとも 10μm 以上であり、亀裂破面が粗くなりクラックブリッジングやクラック
ディフレクションを生じることがコンポジットレジンの高靭化に有効であることが示唆された。
論文審査の結果の要旨
本研究は、歯科臨床で汎用されているコンポジットレジンの疲労挙動を、 K 値を制御した疲労亀裂進展試験から評
価したものであるo その結果、水中環境で、は大気中に比べ、コンポジットレジンの疲労亀裂の進展抵抗が上昇するこ
とを明らかにした。さらに、 10μm 以上の粒径のフィラーの存在が進展抵抗の向上に有効であることを示した。
-570-
以上の研究結果は、疲労強度に配慮したコンポジッ卜レジンを設計する上で、重要な知見を与えるものであり、博
士(歯学)の学位授与に値するものと認める o
巧，，
